
令和8年度しがアートコラボレーション事業 

世界をめぐるコンサート 英語オペラ「電話」 
―言葉と音楽でつながる、多文化共生― 

記者発表のお知らせ 
 

このたび、びわ湖芸術文化交流センター（以下、BiWACC
ビ ワ ッ ク

）と MEET BY CHANCE の協働により、１２月８日

(火)に、『世界をめぐるコンサート 英語オペラ「電話」―言葉と音楽でつながる、多文化共生―』を開催します。ジ

ャン＝カルロ・メノッティの英語オペラ「電話」の鑑賞と事前学習を通して、英語と異文化理解を学ぶ、教育プログ

ラムです。愛荘町立秦荘中学校と、ブラジル学校サンタナ学園、フリースクールへの出張授業で事前学習を行った

あと、生徒たちを招待し、オペラ公演を行います。 

つきましては、以下の日程で出張授業の見学と記者発表を行いますので、ぜひともご出席くださいますようお

願いいたします。 

 

記者発表 

日時：2026 年１0 月 21 日(水)10:00～12:00 

会場：ブラジル学校サンタナ学園（愛知郡愛荘町長野 2094-16） 

 ※駐車場あり(約 20 台) 

内容：サンタナ学園での出張授業の見学のあと、記者発表を行います。 

10:00～10:45 授業見学 

11:00～12:00 記者発表 

 

世界をめぐるコンサート 英語オペラ「電話」―言葉と音楽でつながる、多文化共生― 概要 

日時：2026 年 12 月８日(火)14:00 開演 

会場：ハーティーセンター秦荘（愛知郡愛荘町安孫子 822 番地） 

料金:一般 1,000 円（当日 200 円増）、18 歳以下無料【９月 12 日(土)発売開始】（全席自由） 

内容：アメリカ人の英語の先生によるトークと、オペラの鑑賞。 

招待された生徒たちだけでなく、一般のお客さんも鑑賞可能です。 

（０歳から入場可・優先席あり） 

【タイムテーブル】 

14:00 オープニング・トーク 

14:15 オペラ「電話」 

14:45 クロージング・トーク 

【出演者】 

ソプラノ(ルーシー）：𦚰坂法子 バリトン(ベン）：下林一也 ピアノ：椴山さやか 

記者発表案内 

 

 

[提供年月日] 令和8年（2026年）9月11日 

[所 属] BiWACC びわ湖芸術文化交流センター 

（公益財団法人びわ湖芸術文化財団 地域創造部） 

[事 業 担 当] 石井 ishii-aoi33@biwako-arts.or.jp 

[連 絡 先] Tel.077-523-7146／Fax.077-523-7147 



取材のポイント 

英語×多文化共生×オペラ鑑賞 滋賀発の教育型アートプログラム 

英語と多文化共生を、オペラ鑑賞を通して学ぶ、という、斬新な試み。 

公演の企画者、柳田安代さんは、NPO 法人コレジオ・サンタナ理事であり、ブラジル学校サンタナ学園の

支援を中心に、講演や国際交流・多文化共生事業に取り組んでいます。 

英語のオペラを語学学習と多文化共生のフィールドにしてしまうのは、アート

でない分野からの視点を持つ柳田さんならでは。 

他とは一味違う、オペラ体験ができること間違いなしの公演です！ 

オペラと英語の出張授業 

2020 年度から小学校で必修化するなど、熱心さを増す英語教育が、オペラとコラボレーション！ 

アメリカ人の英語の先生とプロのオペラ歌手がタッグを組み、愛荘町立秦荘中学校とブラジル学校サンタ

ナ学園、フリースクールで楽しい出張授業を行います。 

プロポーズのライバルは電話！？ メノッティの楽しいオペラ 

彼女が電話に夢中で、プロポーズができない。 

どこか身につまされる設定のオペラ「電話」の上演時間は、なんと 30 分という短さです。 

ジャン＝カルロ・メノッティ(1911-2007)は、イタリア生まれ、アメリカで活躍した作曲家。史上初のテレビ

用のオペラを作るなど、劇場でオーケストラにより演奏する形式にこだわらず、オペラという芸術を柔軟に

用いたことや、作曲・台本・演出を手掛けた、ドラマ作りのたくみな人物であることが特徴です。 

作曲家自身の手による台本は、楽しい会話劇。企画者の柳田さんによると、中学生でも理解できる、カジュ

アルな英語だそう。 

公演当日は、字幕を流しません。みんなで一緒に、英語のオペラに耳をすませましょう！ 

 

記者発表 登壇者プロフィール 

柳田安代（MEET BY CHANCE 代表） 

2017 年に滋賀県に移住しブラジル人学校サンタナ学園と出会い、国際交流

·多文化共生事業に携わる。外国人の友人達と本やアート、遊びを通じて、多

文化共生社会の創生を目指す。 

 

 

MEET BY CHANCE 

  国際交流・多文化共生イベント制作団体 MEET BY CHANCE（2025 年 3 月

設立）は、滋賀県を拠点に、国籍や文化の異なる人々が互いの違いを認め合い、

対等な関係を築きながら共に学び合う場づくりを通して、共感でつながる多文

化共生を推進する事業をおこなっています。 

 

 

 



「しがアートコラボレーション事業」について 

BiWACC では、県内の文化ホールや文化団体と協働し、「しがアートコラボレーション事業」を実施すること

で、地域の多様な文化芸術創造・鑑賞活動の支援を行っています！ 

部門名 概要 
令和 8 年度

採択・実施数 

ホールプロデュース部門 

県内文化ホールが対象。舞台芸術を上演するだけで

なく、地域に開かれた創作活動の現場としてより一

層盛り上がるよう協働で事業に取り組む。 

1 件 

アートコーディネーター部門 

県内に活動の拠点を置くアートNPOや文化団体、文

化芸術活動を行う個人を対象。 

県内で創作および公開発表を行う事業に取り組む。 

9 件 

 

令和９年度の協働事業は現在募集中です。詳細は、こちらのページをご覧ください。 

https://biwacc.jp/topic/1676/ 

 

「びわ湖芸術文化交流センター BiWACC（ビワック）」とは 

 

びわ湖芸術文化交流センター（Biwako Arts & Communication Center / 

BiWACC）は、公益財団法人びわ湖芸術文化財団地域創造部の愛称です。地域の

芸術文化活動のパートナーとして、人とひと、地域と芸術をつなぎ、だれもがわくわ

くするような滋賀をめざして交流と創造の場を育んでいきます。 

 

びわ湖芸術文化交流センター BiWACC の詳細はこちらのウェブサイトをご覧く

ださい。 

https://biwacc.jp/ 

 

 

事業について：https://www.meetbychance37.com 
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